
(1) 第76号 令和３年12月１日拓北・あいの里

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す

拓
北
・
あ
い
の
里
地
区
に
お

住
ま
い
の
皆
さ
ま
、
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
で
生
活
が
一
変
し
ま
し
た

が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

私
た
ち
の
健
康
を
脅
か
し
、

暮
ら
し
や
経
済
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
す
が
、
こ

の
感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め

に
、
当
連
合
町
内
会
に
お
い
て

も
最
新
の
感
染
状
況
を
注
視

し
、
北
海
道
や
札
幌
市
か
ら
の

協
力
要
請
に
応
じ
た
予
防
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。今

年
の
定
期
総
会
も
残
念
な

が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
書
面

で
の
開
催
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
各
町
内
会
長
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

町
内
会
行
事
は
慎
重
に

十
月
に
入
り
、
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
さ
れ
、
人
流
が
増
加

傾
向
に
あ
る
中
、
新
規
感
染
者

数
が
激
減
し
、
戸
惑
い
を
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
と
に

か
く
気
が
緩
ん
だ
ら
感
染
拡
大

に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
か
ら
各
町
内
会

の
皆
さ
ま
に
お
願
い
で
す
。
各

町
内
会
に
お
い
て
は
、
親
睦
や

防
災
防
犯
、
安
全
で
安
心
な
環

境
づ
く
り
な
ど
大
変
重
要
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
予
防
の

基
本
と
さ
れ
る
マ
ス
ク
着
用
・

手
洗
い
・
更
に
は
三
密
を
避
け

る
な
ど
、
行
事
等
は
慎
重
に
運

営
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
致

し
ま
す
。

連
合
町
内
会
の
前
期
は

あ
い
の
里
地
区
の
樹
木
に
関

し
て
、
昨
年
ま
で
に
引
き
続
き

区
土
木
部
と
の
検
討
を
重
ね
て

参
り
ま
し
た
。
間
引
き
や
伐
採

が
必
要
か
と
思
わ
れ
る
エ
リ
ア

を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
も
計
画
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
中
止
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
高
等
支
援
学
校
の

学
校
開
放
は
、
北
海
道
や
学
校

の
ご
理
解
に
よ
り
順
調
に
進
ん

で
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
終
息

状
況
を
見
な
が
ら
除
雪
連
絡
協

議
会
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、

各
町
内
会
や
学
校
等
か
ら
要
望

を
い
た
だ
き
、
現
在
ま
と
め
に

入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
区

土
木
部
の
担
当
者
・
除
雪
セ
ン

タ
ー
・
事
業
責
任
者
と
直
接
お

話
し
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
す
。
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総
務
部

①
会
議
等
の
企
画
運
営

に
当
り
各
部
と
の
連
絡
調
整
を
図
り

諸
事
業
の
推
進
を
図
る
。
②
各
町
内

会
と
連
携
を
図
り
、
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
。
③
町
内
会

長
１
泊
研
修
会
・
単
位
町
内
会
長
会

議
の
充
実
に
努
め
る
。
④
地
域
の
諸

課
題
を
把
握
し
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
・
各
町
内
会
な
ど
と
連
携
し
て
そ

の
解
決
に
努
め
る
。

会
計
部

①
事
業
計
画
に
基
づ
き

予
算
の
適
切
で
厳
正
な
執
行
と
管
理

に
努
め
る
。

広
報
部

①
広
報
誌
「
拓
北
・
あ

い
の
里
」
を
年
３
回
発
行
し
地
域
情

報
の
提
供
に
努
め
る
。

社
会
部

①
子
供
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
く
参
加
で
き
る
体
育
的
行
事

を
実
施
し
、
健
康
の
保
持
・
増
進
に

努
め
る
。
②
国
・
道
・
市
等
に
各
種

機
関
・
団
体
が
実
施
す
る
社
会
部
に

関
連
す
る
事
業
の
情
報
収
集
に
努
め

る
。
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

等
の
社
会
部
に
関
連
す
る
事
業
の
全

国
的
・
全
道
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
情
報
収
集
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

て
参
加
を
検
討
す
る
。

福
祉
部

①
拓
北
・
あ
い
の
里
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
を
保

ち
、
諸
事
業
の
推
進
に
努
め
る
。
②

見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支

援
・
協
力
を
図
る
。

環
境
部

①
ご
み
の
減
量
推
進
に

努
め
る
。
札
幌
市
と
ク
リ
ー
ン
さ
っ

ぽ
ろ
衛
生
推
進
協
議
会
と
連
携
し
啓

蒙
活
動
を
行
う
。
②
環
境
美
化
推
進

（
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
浄
化
）
に

努
め
る
。
③
ク
リ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
実
施
。
ミ
エ
ー
ル
号
（
ス
ケ
ル

ト
ン
型
ご
み
収
集
車
）
の
展
示
。

防
災
部

①
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
の
防

災
訓
練
実
施
に
伴
う
助
成
を
す
る
。

②
防
災
通
信
を
発
行
す
る
。
③
防
災

組
織
未
結
成
町
内
会
に
対
す
る
防
災

組
織
結
成
支
援
を
行
う
。

防
犯
部

①
連
町
防
犯
部
の
定
期

拓
北
・
あ
い
の
里
連
合
町
内

会
定
期
総
会
は
、
5
月
22
日

(

土)

に
開
催
予
定
で
し
た
が
、

当
時
の
「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
現
状

は
、
３
月
頃
か
ら
浸
透
し
て
来

た
変
異
ア
ル
フ
ア
株
が
全
道
に

急
激
に
拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま
し

た
。ま

た
、
札
幌
市
で
は
５
月
５

日
に
「
札
幌
市
医
療
非
常
事
態

宣
言
」
が
発
せ
ら
れ
、
続
い
て

９
日
に
は
「
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
」
が
適
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
日
を
置
か
ず
に
国
か

ら
北
海
道
に
は
16
日
か
ら
「
緊

急
事
態
宣
言
」
が
発
動
さ
れ
る

旨
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
慌
た
だ
し
い
現

状
を
考
慮
し
、
会
議
形
式
で
の

総
会
は
中
止
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

昨
年
度
に
続
く
「
書
面
議

決
」
方
式
と
な
り
ま
し
た
が
、

51
単
位
町
内
会
長
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
も
と
、
前
年
度
事
業

的
な
開
催
を
進
め
る
。
②
拓
北
・
あ

い
の
里
防
犯
ひ
ま
わ
り
隊
と
の
協
力

連
携
に
努
め
る
。
③
犯
罪
発
生
状
況

の
情
報
収
集
と
地
域
住
民
へ
の
防
犯

啓
発
活
動
を
推
進
す
る
。

交
通
部

①
関
連
諸
団
体
と
交
流

を
図
り
街
頭
啓
発
を
実
施
し
、
子
供

と
高
齢
者
の
交
通
安
全
確
保
に
努
め

る
。
②
各
町
内
会
に
交
通
安
全
旗
を

配
布
し
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に

努
め
る
。

女
性
部

①
各
種
検
診
や
研
修
会

を
実
施
し
、
地
域
住
民
の
健
康
管
理

と
疾
病
予
防
に
努
め
る
。
②
他
地
域

と
の
相
互
交
流
及
び
地
域
の
関
係
諸
団

体
行
事
へ
の
参
加
と
協
力
に
努
め
る
。

報
告
・
決
算
報
告
及
び
本
年
度

事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
が

承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
永
年
勤
続
表

彰
式
も
中
止
と
な
り
、
表
彰
を

受
け
ら
れ
る
８
名
の
方
々
へ
は

表
彰
状
及
び
記
念
品
を
お
届
け

し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
８
名
の
方
々

で
す
。

　
　

◇
市
長
表
彰
（
３
名
）

加
谷
光
男
氏  

木
村

聡
氏

佐
藤

清
氏  

　
　

◇
区
長
表
彰
（
２
名
）

藤
原
悟
史
氏  

梅
木
輝
子
氏

◇
連
町
会
長
表
彰(

３
名)

住
友
節
子
氏  

三
浦
政
利
氏

勝
毛
孝
志
氏

皆
さ
ま
、
こ
の
度
は
本
当
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
三
年
と

な
り
ま
し
た
が
、
二
年
連
続
の
コ

ロ
ナ
禍
と
な
り
、
当
開
放
事
業

も
昨
年
は
全
て
の
利
用
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
体
育
館
の
利
用

が
全
て
中
止
と
な
り
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
野
球
場
）
だ
け
の
利
用
と
な

り
ま
し
た
が
、
三
団
体
の
活
動

が
あ
り
開
放
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
小
学
生
と

中
学
生
の
野
球
少
年
団
と
札
幌

協
働
福
祉
会
の
利
用
が
あ
り
、

五
月
か
ら
十
月
ま
で
の
土
・
日
と

祭
日
は
元
気
な
声
で
練
習
試
合

等
で
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
体
育
館
と
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
制
限
な
く
利
用
出
来

る
よ
う
に
北
海
道
教
育
委
員
会

及
び
あ
い
の
里
高
等
支
援
学
校

と
話
し
合
い
、
開
放
事
業
を
実

施
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
利
用
し
て
頂

く
事
に
よ
っ
て
拓
北
・
あ
い
の
里

地
区
の
活
性
化
を
推
進
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
多
く

の
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

令
和
３
年
度

各
部
事
業
計
画

﹃
安
全
と
福
祉
の

　
　
ま
ち
づ
く
り
﹄

令
和
３
年
度
定
期
総
会

あ
い
の
里
高
等
支
援
学
校

　
　

開
放
事
業
に
つ
い
て

（
拓
あ
い
汗
か
き
開
放
館)
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科　　目 前年度決算額 本年度予算額 増 　 減 摘　　　　　要

前 年 度 繰 越 金 1,200,448 2,306,433 1,105,985

会　　　　　　費 1,515,930 1,515,930 0 51町内会

助 成 金 ・ 交 付 金 3,949,044 4,060,030 110,986

連合町内会助成金 1,256,100 1,256,100 0 世帯割、均等割

単位町内会助成金 2,483,930 2,483,930 0 世帯割、基準割

特別事業助成金 150,000 250,000 100,000 まちづくり活動（広報・防災・雪中運動会）ほか

日 赤 等 助 成 金 59,014 70,000 10,986 日赤、健康を守る集い活動費ほか

雑　　 収 　　入 94,969 127,607 32,638

広 　  告  　 料 90,000 120,000 30,000 広報誌広告協賛金

そ 　  の  　 他 4,969 7,607 2,638 預金利息ほか

収 　 入 　 合 　 計 6,760,391 8,010,000 1,249,609

令和３年度　一般会計予算書

【収入の部】 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　拓北・あいの里連合町内会（単位：円)

科　　目 前年度決算額 本年度予算額 増 　 減 摘　　　　　要

会 議 費 101,710 200,000 98,290 市、区、外部団体、諸会議費ほか

事 務 管 理 費 150,679 260,000 109,321 封筒、切手、用紙、事務用品、トナー代ほか

渉 外 費 139,374 400,000 260,626 各種団体総会、行事、会議ほか

事 業 費 1,055,440 1,765,000 709,560

役 員 活 動 費 315,000 315,000 0 連町役員活動費 　会長外19名

総 務 部 活 動 費 68,613 300,000 231,387 総会、交流会、一泊研修、諸会議室使用料ほか

環 境 部 活 動 費 6,787 30,000 23,213 クリーンさっぽろ研修会ほか

防 犯 部 活 動 費 17,296 30,000 12,704 防犯活動ほか

防 災 部 活 動 費 161,150 200,000 38,850 防災訓練・研修会(道町連助成金60,000円含む）

交 通 部 活 動 費 145,820 160,000 14,180 交通安全活動、安全旗作成と配布ほか

社 会 部 活 動 費 4,218 40,000 35,782 みんなで歩こう会開催 ほか

福 祉 部 活 動 費 1,700 20,000 18,300 福祉活動ほか

広 報 部 活 動 費 327,916 490,000 162,084 広報誌年３回発行 ほか

女 性 部 活 動 費 6,940 180,000 173,060 健康を守るつどい、北区連協、各種研修会参加ほか

まちづくり等　対策費 1,100 130,000 128,900 まちづくり活動費

慶 弔 費 31,880 100,000 68,120

助 成 金 ・ 協 賛 金 330,000 540,000 210,000 地域諸団体助成金・協賛金ほか

単位町内会助成金 2,483,930 2,483,930 0 世帯割、基準割

負 担 金 153,457 250,000 96,543 北区社協、防火委員会、防犯協会、道町連年会費ほか

雑 費 6,388 1,070 △　 　5,318 振込手数料ほか

予 備 費 0 1,880,000 1,880,000

支 出 合 計 4,453,958 8,010,000 3,556,042

次 期 繰 越 金 2,306,433 0 △ 2,306,433

総 計 6,760,391 8,010,000 1,249,609

【支出の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（単位：円)

自　令和３年４月１日
至　令和４年３月31日
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顧　
　
　

問　
　

伊
藤　
　

昭
（
興
産
社
）

相

談

役　
　

松
井

正
彦
（
あ
い
の
里
東
公
園
）

会　
　
　

長　
　

近
藤

幸
一
（
ひ
ま
わ
り
団
地
南
）

副

会

長　
　

見
野　
　

光
（
あ
い
の
里
す
ぎ
の
こ
）

　
　

〃　
　
　
　

長
尾
由
紀
子
（
あ
い
の
里
Ｃ
ス
テ
ー
ジ
）

　
　

〃　
　
　
　

大
坂　
　

登
（
ひ
ま
わ
り
団
地
中
央
）

総
務
部
長　
　

渡
邉　
　

寛
（
あ
い
の
里
４
条
５
丁
目
）

会
計
部
長　
　

佐
藤　
　

清
（
あ
い
の
里
３
条
７
丁
目
）

広
報
部
長　
　

長
岡

正
一
（
あ
い
の
里
１
条
４
丁
目
）

社
会
部
長　
　

三
谷

英
男
（
ひ
ま
わ
り
団
地
西
）

福
祉
部
長　
　

新
田

義
廣
（
拓
北
１
条
）

環
境
部
長　
　

木
村　
　

聡
（
ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
あ
い
の
里
Ａ
ス
テ
ー
ジ
）

防
犯
部
長　
　

柴
田　
　

登
（
あ
い
の
里
２
条
４
丁
目
）

防
災
部
長　
　

藤
原

悟
史
（
あ
い
の
里
３
条
５
丁
目
）

交
通
部
長　
　

中
辻　
　

博
（
あ
い
の
里
東
公
園
）

女
性
部
長　
　

梅
木

輝
子
（
ひ
ま
わ
り
団
地
東
）

女
性
副
部
長　
　

四
戸

幸
子
（
ひ
ま
わ
り
団
地
南
）

　
　

〃　
　
　
　

住
友

節
子
（
あ
い
の
里
２
条
３
丁
目
）

女
性
部
部
員　
　

中
野

裕
子
（
あ
い
の
里
４
条
５
丁
目
）

　
　

〃　
　
　
　

水
田

祐
子
（
あ
い
の
里
３
条
６
丁
目
）

監　
　
　

事　
　

鈴
木
日
出
夫
（
あ
い
の
里
４
条
２
丁
目
）

　
　

〃　
　
　
　

高
崎

正
則
（
あ
い
の
里
３
条
３
丁
目
）

拓
北･
あ
い
の
里
連
合
町
内
会
役
員

平成22年度



坂
東

忠
幸　
　
　

本
村
第
二

佐
藤

孝
之　
　
　

こ
ぶ
し

新
田

義
廣　
　
　

拓
北
１
条　
　
　
　
　
　

福
祉
部
長　
　

佐
久
間

仁　
　
　

拓
北
ミ
ズ
ナ
ラ

石
川

伸
男

新

グ
リ
ン
ピ
ア
篠
路
北
団
地

下
舘

繁
良　
　
　

拓
北
パ
レ
ス

武
田
喜
市
郎　
　
　

拓
北
大
野
地

三
浦

政
利　
　
　

拓
北
ナ
ナ
カ
マ
ド

真
鍋

俊
彦　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
東

三
谷

英
男　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
西　
　
　

社
会
部
長　
　

大
坂　
　

登　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
中
央　
　

副
会
長　
　
　

米
森

春
夫　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
南

加
谷

光
男　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
北

菊
池

健
一

新

興
産
社　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤

昭
一　
　
　

拓
北
は
ま
な
す

小
野

和
義　
　
　

市
営
住
宅
拓
北
団
地

見
野　
　

光　
　
　

あ
い
の
里
す
ぎ
の
こ　
　

副
会
長　
　

藤
原

智
子

新

あ
い
の
里
ピ
ア
プ
レ
イ
ス

武
田

満
夫

新

あ
い
の
里
１
条
３
丁
目

長
岡

正
一　
　
　

あ
い
の
里
１
条
４
丁
目

広
報
部
長　
　

武
田

晃
司

新

あ
い
の
里
２
条
２
丁
目

髙
澤

和
史　
　
　

あ
い
の
里
２
条
３
丁
目

柴
田　
　

登　
　
　

あ
い
の
里
２
条
４
丁
目

防
犯
部
長

柴
田

佳
純

新

あ
い
の
里
３
条
２
丁
目

高
崎

正
則　
　
　

あ
い
の
里
３
条
３
丁
目

監
事　
　
　

前
田　
　

巧

新

あ
い
の
里
西

阿
部

佳
子

新

あ
い
の
里
３
条
４
丁
目

鈴
木
日
出
夫　
　
　

あ
い
の
里
４
条
２
丁
目

監
事　
　
　

但
木　
　

茂

新

あ
い
の
里
４
条
３
丁
目

池
田

雄
一

新

あ
い
の
里
４
条
４
丁
目

藤
井

弘
志　
　
　

山
口　
　
　
　
　
　

小
塚

耕
平　
　
　

あ
い
の
里
Ｃ
ス
テ
ー
ジ　
　
　
　

大
竹

智
樹

新

コ
ロ
ナ
ー
ド
あ
い
の
里

茂
木

伸
一　
　
　

コ
ロ
ナ
ー
ド
あ
い
の
里
Ⅱ

木
村　
　

聡　
　
　
ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
あ
い
の
里
Ａ
ス
テ
ー
ジ

環
境
部
長

本
間

哲
也　
　
　
ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
あ
い
の
里
Ｂ
ス
テ
ー
ジ

五
十
嵐
淳
一　
　
　

あ
い
の
里
エ
ス
パ
シ
オ

小
笠
原
貴
敏

新

あ
い
の
里
３
条
５
丁
目

渡
邉　
　

寛　
　
　

あ
い
の
里
４
条
５
丁
目　
　
　
　
　

総
務
部
長

岩
崎

元
光　
　
　

あ
い
の
里
４
条
６
丁
目

相
良

陽
子　
　
　

中
銀
あ
い
の
里

土
永

光
朗

新

あ
い
の
里
２
条
５
丁
目

佐
藤　
　

茂

新

あ
い
の
里
３
―
６
ハ
ー
モ
ネ
ー
ト
タ
ウ
ン

斉
藤
和
歌
子　
　
　

あ
い
の
里
１
条
７
丁
目

中
山

宏
二　
　
　

あ
い
の
里
中
央

勝
毛

孝
志　
　
　

あ
い
の
里
東

松
井

正
彦　
　
　

あ
い
の
里
東
公
園　
　
　
　
　
　
　

相
談
役

佐
藤

信
幸　
　
　

あ
い
の
里
３
条
10
丁
目

田
岡
幸
三
郎　
　
　

福
移

増
田　
　

弘　
　
　

南
あ
い
の
里

佐
藤　
　

清　
　
　

あ
い
の
里
３
条
７
丁
目　
　
　
　
　

会
計
部
長

○
は
ブ
ロ
ッ
ク
名
で
す

（
令
和
３
年
７
月
１
日
現
在
）

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度



















①②③

④⑤

拓
北･

あ
い
の
里
地
区
単
位
町
内
会
長
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
今
年
度
の

拓
町
協
定
期
総
会
も
書
面
議
決

で
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
報
告

事
項
三
件
・
議
案
事
項
三
件
と

も
に
賛
成
多
数
で
全
て
原
案
通

り
可
決
さ
れ
た
。

令
和
三
年
度
に
つ
い
て
は
、

・
連
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
拓

北
部
会
と
の
連
携
・
協
調

・
安
全
な
地
域
づ
く
り
と
相
互

理
解
の
促
進

等
、
今
年
度
も
重
点
的
に
取

り
組
み
、
各
町
内
会(

自
治
会)

活
動
の
情
報
交
流
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

今
年
度
も
、
本
会
の
基
本
方

針
『
地
域
町
内
会
相
互
の
連
携

と
協
調
及
び
安
心
と
活
力
あ
る

暮
ら
し
を
支
え
る
地
域
づ
く
り

の
推
進
』
に
努
め
て
い
き
た
い
。

《
役
員
体
制
》

会　
　

長

大
坂

登

留
任

副
会
長

加
谷
光
男

留
任

事
務
局
長

三
谷
英
男

留
任

事
務
局
次
長

下
舘
繁
良

留
任

会　
　

計

真
鍋
俊
彦

留
任

監　
　

査

新
田
義
廣

新
任

相
談
役

加
藤
明
男

留
任

〃　
　

見
野

光

新
任

令
和
三
年
度
あ
い
の
里
連
協

定
期
総
会
は
昨
年
度
同
様
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
六
月
二
十
八
日
締
切
の

書
面
決
議
で
行
わ
れ
、
昨
年
度

の
活
動
報
告(

す
べ
て
中
止)

・

決
算
報
告
は
全
員
賛
成
、
三
年

度
の
活
動
計
画
案
、
予
算
案
、

役
員
選
出
案
は
全
員
賛
成
で

あ
っ
た
。

役
員
新
体
制
は
次
記
の
通
り
。

会　
　

長
・
渡
邉

寛(

新
任)

副
会
長
・
佐
藤

清

事
務
局
長
・
柴
田

登

事
務
局
次
長
兼
会
計
担
当

　
　
　
　

・
鈴
木
日
出
夫

会
計
監
査
・
増
田　
　

弘

同　
　
　

・
斉
藤
和
歌
子

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
あ
い
の
里

高
等
支
援
学
校
と
の
環
境
美
化

活
動
、
防
犯
の
た
め
の
街
路
灯
・

街
路
樹
点
検
及
び
北
区
土
木
セ

ン
タ
ー
へ
の
整
備
要
望
、
町
内

会
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

及
び
意
見
交
換
、
親
睦
会
等
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
度
も
同
様

の
計
画
だ
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
終

息
が
見
通
せ
な
い
こ
と
か
ら
活

動
再
開
を
見
送
っ
て
い
る
。

あ
い
の
里
地
区
町
内
会
長
連
絡
協
議
会

令
和
三
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

連
合
町
内
会
で
は
、
札
幌
市

と
地
域
住
民
と
の
共
同
で
計
画

の
策
定
に
向
け
た
検
討
を
進
め

て
き
た
中
で
、
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
あ
い
の
里
部
会
の
拡
大
で

樹
木
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
い
ま
す
。

【
委
員
会
が
樹
木
を
検
討
す
る

と
き
の
三
つ
の
基
本
視
点
】

①
地
域
の
安
全
安
心
を
図
る
。

②
札
幌
市
内
で
も
誇
れ
る
樹
木

を
大
切
に
し
景
観
を
保
つ
。

③
地
域
の
活
性
化
の
一
翼
を
担

え
る
。

【
主
な
方
針
】

①
緑
道
な
ど
の
樹
木
に
つ
い
て

４
ｍ
間
隔
に
な
る
よ
う
間
引

き
し
、
ま
た
抜
け
て
い
る
と

こ
ろ
は
植
樹
す
る
。

②
民
地
境
界
か
ら
４
ｍ
程
度
に

あ
る
樹
木
は
伐
採
す
る
。

③
住
宅
に
近
い
樹
木
は
高
さ
10

ｍ
程
度
に
抑
え
る
。
等
々

【
今
年
度
ま
で
の
施
業
状
況
】

①
平
成
29
年
９
月
に
あ
い
の
里

西
公
園
の
下
枝
払
い
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
実
施
。

②
平
成
30
年
７
月
に
は
あ
い
の

里
北
公
園
の
下
枝
払
い
と
ベ

ン
チ
の
塗
装
を
実
施
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
45
名
の
参

加
を
見
ま
し
た
）

10
月
に
は
５
か
所
を
試
験
的

に
間
伐
を
行
っ
た
。

③
平
成
31
年
９
月
に
は
あ
い
の

里
北
公
園
北
側
を
中
心
に
下

枝
払
い
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
年
の
10
月
か
ら
あ

い
の
里
４
条
３
丁
目
周
辺
の

樹
木
の
伐
採
を
行
っ
て
い
ま

す
。

④
令
和
２
年
に
は
、
あ
い
の
里

北
公
園
北
側
の
緑
道
の
樹
木

の
伐
採
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
こ
の
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
公
園
の
下
枝
払
い
作
業

は
中
止
し
て
い
ま
す
。
）

⑤
今
年
度
は
、
あ
い
の
里
駅
前

緑
道
及
び
北
公
園
通
り
の
樹

木
の
伐
採
を
行
い
ま
し
た
。

【
今
後
に
つ
い
て
】

樹
林
維
持
管
理
計
画
に
基
づ

き
順
次
伐
採
個
所
を
抽
出
し

行
っ
て
い
き
ま
す
。

・
令
和
４
年
度
の
予
定
個
所
は

福
移
通
の
一
部
と
あ
い
の
里
２

条
１
丁
目
周
辺
。

北
海
道
札
幌
あ
い
の
里
高
等

支
援
学
校
の
２
年
生
２
名
が
、

10
月
５
日
～
７
日
、
拓
北
・
あ

い
の
里
地
区
セ
ン
タ
ー
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
職
場
体
験
実

習
）
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

実
習
で
は
、
地
区
セ
ン
タ
ー

図
書
室
に
お
い
て
、
利
用
者
の

方
々
に
対
し
て
貸
出
業
務
を

行
っ
た
り
、
本
の
カ
バ
ー
を
付

け
た
り
す
る
な
ど
、
各
種
業
務

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
習
生
の
方
か
ら
は
、
「
図

書
館
で
の
仕
事
は
、
自
分
に

と
っ
て
憧
れ
の
仕
事
だ
っ
た
の

で
、
と
て
も
光
栄
で
し
た
。
普

段
で
あ
れ
ば
で
き
な
い
仕
事
を

体
験
で
き
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
」
、
「
図
書
館
の

本
を
も
っ
と
大
切
に
使
お
う
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」

等
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
ら

れ
た
お
手
紙
を
地
区
セ
ン
タ
ー

宛
て
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
を
含
め
、

地
域
と
と
も
に
愛
さ
れ
る
施
設

で
あ
り
続
け
た
い
と
の
気
持
ち

を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

女
性
部
活
動
計
画

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
報
告

拓
北
地
域
町
内
会
連
絡
協
議
会

総
会
は
今
年
度
も
書
面
議
決
で

「
よ
り
安
全
安
心
な
も
の
に
」

樹
木
検
討
委
員
会

木
村
　
　
聡

地
区
セ
ン
タ
ー
で
職
場
体
験

～
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
～

　
　
　

館
長

吉
野

治
美
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東
小
学
校
な
ど
が
、
平
成
21
年

頃
か
ら
横
断
歩
道
な
ど
の
設
置

を
関
係
機
関
に
働
き
か
け
、
こ

の
た
び
よ
う
や
く
設
置
が
実
現

し
た
も
の
で
す
。

こ
の
横
断
歩
道
の
設
置
に

よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

な
通
学
や
、
通
行
す
る
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
注
意
喚
起
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
・
学

校
・
関
係
機
関
が
一
丸
と
な
っ

て
地
域
住
民
の
安
全
確
保
、
交

通
事
故
防
止
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
く
所
存
で
す
。

(

あ
い
の
里
３
条
７
丁
目
町
内
会

会
長

佐
藤

清
）

去
る
８
月
中
旬
、
あ
い
の
里

東
小
学
校
前
に
、
横
断
歩
道
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
箇
所
は
、
車
両
の
往
来

の
多
さ
や
カ
ー
ブ
に
よ
る
見
通

し
が
悪
く
、
道
路
を
横
断
す
る

児
童
に
と
っ
て
危
険
な
場
所
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
あ
い
の
里

中
央
町
内
会
、
あ
い
の
里
３
条

７
丁
目
町
内
会
、
拓
北
・
あ
い

の
里
連
合
町
内
会
、
あ
い
の
里

今
年
の
行
事
が
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
で
、
で
き
な
い
こ

と
か
ら
少
し
で
も
町
内
会

会
員
に
還
元
で
き
な
い
か

と
思
い
、
去
る
９
月
26
日

に
近
く
の
直
売
所
や
札
幌

協
働
福
祉
会
の
事
業
所
等

の
協
力
を
得
て
野
菜
を
揃

え
、
市
価
の
半
額
以
下
で

販
売
し
た
と
こ
ろ
「
買
い

物
に
も
思
う
よ
う
に
行
け

な
い
中
、
大
変
助
か
り
ま

し
た
」
と
の
お
声
を
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
、
久
し
ぶ

り
に
顔
を
見
た
会
員
の
方
も
い

て
、
安
否
確
認
を
兼
ね
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
10
月
２
日
に
は
秋
の

外
清
掃
を
実
施
し
周
辺
の
ゴ
ミ

拾
い
を
行
い
、
そ
の
後
、
北
清

掃
事
務
所
の
協
力
を
得
て
ス
ケ

ル
ト
ン
型
ゴ
ミ
収
集
車
の
展
示

を
行
い
会
員
に
ゴ
ミ
の
集
荷
業

務
や
清
掃
車
に
ど
の
よ
う
に
ゴ

ミ
が
集
荷
さ
れ
て
い
く
か
等
の

説
明
を
受
け
大
変
好
評
で
し
た
。

今
後
の
ゴ
ミ
出
し
や
町
内
の
清

掃
に
一
役
買
い
そ
う
で
す
。

（
ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー

Ａ
ス
テ
ー
ジ
町
内
会
）

４
月
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
の
所
長
と
し
て
着
任
し

て
お
り
ま
す
西
村
と
申
し
ま

す
。
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
の
ご
挨

拶
と
な
り
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
自
身
、
こ
の
地
域
に
移
り

住
み
、
15
年
程
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
ま
さ
か
自
分
が
住
ん

で
い
る
こ
の
地
域
で
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
は
夢
に
も
思
っ

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
こ
の
拓
北
・
あ
い

の
里
地
区
が
よ
り
一
層
住
み
よ

い
ま
ち
に
な
る
よ
う
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
行
動

し
、
少
し
で
も
皆
さ
ん
の
お
役

に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
精
一
杯
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

拓
北
・
あ
い
の
里
地
区
セ
ン

タ
ー
館
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
吉
野
と
申
し
ま
す
。

当
地
区
セ
ン
タ
ー
は
地
域
の

皆
様
が
ふ
れ
あ
い
、
交
流
を
深

め
る
場
と
し
て
地
域
に
貢
献
し

て
参
り
ま
し
た
が
、
近
年
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

為
、
そ
の
役
割
を
十
分
に
発
揮

で
き
な
い
状
況
が
続
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
一
日
も
早
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息

を
祈
り
つ
つ
、
地
域
の
皆
様

の
声
に
耳
を
傾
け
、
地
区
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
活
か
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
皆
様
方
に
ご
支
援
を

賜
り
な
が
ら
、
こ
の
大
役
に
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

右：吉野地区センター館長

中：北区まちづくりキャラ

クター　ぽっぴぃ

左：西村まちづくりセン

ター所長

町
内
会
活
動
報
告

あ
い
の
里
東
小
学
校
前
に

　
　
　
　
　

横
断
歩
道
設
置

　
　
～
長
年
の
念
願
実
る
～

コロナに負けない～町内会の取り組み紹介⑶

会
員
限
定
野
菜
マ
ル
シ
ェ

開
催

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

所
長

西
村

貴
正

　
　

地
区
セ
ン
タ
ー

館
長

吉
野

治
美

着
任
ご
挨
拶

着
任
ご
挨
拶
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拓北・あいの里地区民生委員・児童委員担当区域割り一覧表
　令和元年12月の民生委員・児童委員の一斉改選時に当地区では41名の定員に対し３名の欠員があり
ましたが、令和２年４月１日に1122番福原さんと1123番高崎さん、同８月１日に1139番中野さんの３
名が新たに委嘱を受け、十数年ぶりに欠員状態が解消されましたのでご紹介します。

民生委員・児童委員 令和３年10月１日現在

主任児童委員

※この名簿は民生委員・児童委員の紹介用ですので譲渡や不用意な廃棄をしないよう、取扱いにご注意下さい。

番号
1101
1102
1103
1104
1105
1106
1107
1108
1109
1110
1111
1112
1113
1114
1115
1116
1117
1118
1119
1120
1121
1122
1123
1124
1125
1126
1127
1128
1129
1130
1131
1132
1133
1134
1135
1136
1137
1138
1139

氏　名
小野　爵冝
千葉　日光
松村　芳明
相坂　明美
中辻　　博
半田眞由美
川原田和彦
佐藤　一則
佐藤　愛子
吉田　裕子
石橋　敏明
市橋　勝治
長尾由紀子
今島　　昭
坂本　良江
山口　竜哉
眞所　幸司
鈴木日出夫
島　　則子
觴谷　義夫
垣原　節子
福原　尚子
高崎　正則
柴田　　登
武田　　幸
新濱　芳枝
遠藤　裕子
萬田　玲子
斎藤　雪江
前田　孝一
加藤　隆治
鳴海　敏昭
伊藤　雅子
米田眞理子
諸澤　龍子
廣田由香里
中村　陽子
佐藤誠一郎
中野　裕子

住　　　所
あいの里1条3丁目4-1
あいの里1条4丁目8-16
あいの里1条6丁目2-1-605
あいの里4条6丁目12-27
あいの里2条7丁目11-15
あいの里3条1丁目10-4
あいの里2条1丁目7-7
あいの里2条2丁目11-23
あいの里2条4丁目15-27
あいの里2条6丁目3-5-406
あいの里2条2丁目11-2
あいの里3条6丁目10-1-702
あいの里3条6丁目10-1-909
あいの里4条6丁目19-13
あいの里3条6丁目4-18
あいの里3条9丁目19-1
あいの里3条10丁目4-1
あいの里4条2丁目10-1
あいの里4条6丁目15-13
あいの里4条5丁目8-8
あいの里4条6丁目19-18
あいの里2条4丁目3-13
あいの里3条3丁目13-15
あいの里2条4丁目2-28
拓北3条3丁目8-7
拓北4条1丁目13-14
篠路町拓北30番地637
拓北4条2丁目7-15
拓北3条3丁目8-8
南あいの里7丁目28-14
篠路町拓北40番地1024
あいの里1条6丁目2-2-404
あいの里2条2丁目2-13
拓北6条1丁目8-7
拓北7条2丁目8-8
拓北6条3丁目5-17
拓北6条4丁目2-17
拓北8条2丁目5-7
あいの里4条5丁目24-31

電　　話
778-8633
778-8365
090-5801-6293
778-6120
778-6952
773-9390
773-8141
778-9308
778-8025
778-1011
778-8099
778-5768
778-5705
090-1527-5995
778-3274
778-2505
778-2732
778-7021
090-3515-8701
778-8405
778-9317
778-2575
769-9915
778-8317
771-3941
773-6405
772-1813
771-1064
773-3858
090-3892-5985
771-5819
778-8191
778-9647
772-6592
773-0467
050-1238-9320
774-7471
772-3015
778-6442

委　嘱　年
H.29.04.01
H.09.01.01
H.31.04.01
H.30.04.01
R.01.12.01
R.01.12.01
H.19.12.01
H.25.12.01
R.01.12.01
H.28.12.01
H.13.12.01
H.26.08.01
H.13.12.01
R.01.12.01
R.01.12.01
H.25.12.01
H.16.12.01
H.22.12.01
R.01.12.01
H.23.04.01
H.23.04.01
R.02.04.01
R.02.04.01
H.10.12.01
H.26.04.01
H.29.04.01
H.26.04.01
H.22.12.01
H.22.12.01
R.01.12.01
H.19.12.03
R.01.08.01
H.26.04.01
H.25.12.01
H.24.12.01
R.01.12.01
R.01.12.01
H.28.12.01
R.02.08.01

担　　当　　区　　域
あいの里1条3丁目
あいの里1条4丁目・5丁目・6丁目1番
あいの里1条6丁目2番　クリーンリバーA・B
あいの里1条6丁目3番　エスパスオ1-4号館
あいの里1条7丁目･2条7-8丁目･3条7丁目1-2番
あいの里2条1丁目
あいの里3条1丁目・4条1丁目
あいの里2条2丁目・3丁目
あいの里2条4丁目・5丁目
あいの里2条6丁目3番　ライフケア3-6
あいの里3条2丁目･3丁目･4丁目1番9-11番
あいの里3条5丁目
あいの里3条6丁目10番
あいの里3条8丁目
あいの里3条6丁目1-8番・あいの里3条7丁目3-37番
あいの里3条9丁目
あいの里3条10丁目
あいの里4条2丁目･3丁目
あいの里3条4丁目2-8番・4条4丁目・5条3-4丁目
あいの里4条5丁目
あいの里4条6丁目・7丁目
篠路町福移全域・篠路町拓北162番地
篠路町篠路番地325-425・拓北番地82-161･163-258
拓北1-3条1丁目・4条1丁目15-18
拓北2条3丁目・3条3丁目
拓北1条2-3丁目･2条2丁目
拓北1-3条4丁目・篠路町拓北番地11-40
拓北3条2丁目・4条1丁目1-14番・4条2丁目
拓北4条3-4丁目
拓北5条1-3丁目
拓北5条4-5丁目
南あいの里3-4丁目
南あいの里5-7丁目
拓北6条1-2丁目
拓北7条1-2丁目・8条1丁目
拓北6条3丁目・7条3-4丁目
拓北6条4-5丁目・7条5丁目・8条5丁目
拓北8条2-4丁目
あいの里3条6丁目9・11-19番

1140
1141

平　恵美子
坂本真奈美

あいの里4条2丁目13-1
拓北6条2丁目9-15

778-4622
771-7085

H.16.12.01
H.28.12.01

拓北・あいの里地区全域
拓北・あいの里地区全域
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印
刷

旭
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

電
話

〇
一
一
―
六
六
六
―
四
〇
四
〇

令
和
３
年
度
は
昨
年
に
引
き

続
き
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
た

年
で
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
、

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

進
み
安
心
の
材
料
が
増
え
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
ま

だ
ま
だ
手
放
し
で
喜
ぶ
の
は
早

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
再
拡
大

の
懸
念
も
ぬ
ぐ
い
切
れ
ま
せ

ん
。
前
に
も
ま
し
て
感
染
予

防
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
そ
し
て
一
日
で
も
早
く
落

ち
着
く
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

す
。そ

ん
な
中
、
前
向
き
に
最
小

限
の
活
動
を
し
て
い
る
町
内
会

も
あ
り
、
今
号
で
も
紹
介
し
た

く
紙
面
を
割
き
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
の
情
報
発
信
に

努
め
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
愛

読
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
編
集
委
員
■

長
岡

正
一
（
広
報
部
長
）

大
坂
　
　
登

木
村
　
　
聡

三
谷

英
男

西
村

貴
正

吉
野

治
美

編編

集集

後後

記記

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
に
よ
り
外
出
の
機
会
が
減
り

人
と
の
交
流
や
運
動
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
「
う
つ

ら
な
い
・
う
つ
さ
な
い
」
を
意

識
し
な
が
ら
健
康
を
維
持
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

【
感
染
予
防
の
た
め
】

①
ま
ず
は
手
洗
い
と

　
　
　
　
　

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

帰
宅
時
と
調
理
の
前
後
、
食

事
前
に
は
石
鹸
を
使
っ
て
丁
寧

に
手
を
洗
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す

る
際
は
、
マ
ス
ク
や
服
の
袖
な

ど
で
口
と
鼻
を
お
さ
え
飛
沫
を

防
ぎ
ま
し
よ
う
。

②
３
密
（
密
閉
・
密
集
・

　
　
　
　
　
　

密
接
）
防
止

１
時
間
に
２
回
以
上
は
換
気

を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
人
と

の
距
離
は
最
低
１
ｍ
以
上
保
ち

ま
し
ょ
う
。

③
マ
ス
ク
の
着
用

外
出
時
や
会
話
時
は
必
ず
着

け
ま
し
ょ
う
。

【
健
康
維
持
の
た
め
に
】

①
体
を
動
か
す

動
か
な
い
と
身
体
の
機
能
が

低
下
し
ま
す
。
筋
肉
を
維
持
す

る
た
め
に
も
体
を
動
か
す
こ
と

が
大
切
で
す
。

人
混
み
を
避
け
て
散
歩
す

る
、
部
屋
で
ラ
ジ
オ
体
操
や
ス

ク
ワ
ッ
ト
を
す
る
、
そ
の
場
で

足
踏
み
を
す
る
な
ど
、
座
っ
て

い
る
時
間
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

②
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

　
　
　
　

良
い
食
事
を
と
る

免
疫
力
を
維
持
す
る
た
め

に
、
た
ん
ぱ
く
質
や
ビ
タ
ミ
ン

類
、
食
物
繊
維
を
含
む
食
品
や

発
酵
食
品
な
ど
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
と
り
ま
し
ょ
う
。
毎
食
後
と

寝
る
前
に
歯
を
磨
く
こ
と
も
重

要
で
す
。

③
家
族
や
友
人
と
の
交
流
を

　
　
　
　

大
切
に
！

対
面
で
話
が
で
き
な
く
て

も
、
電
話
や
手
紙
、
メ
ー
ル
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
離
れ
た
家
族
や

親
し
い
友
人
と
交
流
し
て
心
の

健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

④
毎
日
体
調
チ
ェ
ッ
ク
す
る

毎
日
体
温
や
血
圧
、
体
重
を

測
り
、
体
調
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
い
つ
も
と
違
う
場
合
は
無

理
せ
ず
様
子
を
見
て
、
早
め
に

主
治
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
感
染
か
ら
身
を
守
り
な
が

ら
、
健
康
維
持
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
も

さ
わ
や
か
健
康
づ
く
り




